
学

期
月 時 学習内容 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 評価資料
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○小学校家庭科の学習を振り返ると
　ともに、3学年の学習内容の見通し
　をもつ。
〇自立と共生について考える

○自分の成長に関わる家族のはたら
　きを理解している

○家族とのかかわりについて問題を
　見いだして課題を設定している。

○中学校での学習内容に興味を
　もち、３年間の見通しをもとうと
　している。

提出物
授業参観
定期考査

5

A

家

族

・

家

庭

生

活

１

自

分

の

成

長

と

家

族

・

　

　

　

　

　

　

　

家

庭

生

活

3

○自分の成長と家族や地域の人びと
　とのかかわりと自分自身の理解を
　深める。
○家庭での活動を考え、家族・家庭
　の基本的な機能について理解す
　る。
○自分や家族の生活は家庭内や家庭
  外の活動が支えていることに気付
  づく。
○家族には互いの立場や役割があ
　り、協力することで家族関係を
　よりよくできることを理解する。

○家庭や家族の基本的な機能、家庭
　生活と地域との関わりについて
　理解している。
○家庭や家族の重要性に気づき、
　家族の一員として自分にできる
　ことを理解している。
○家庭生活が地域の人々と協力・
　協働して家庭生活を営む必要が
　あることに気付いている。
○家族の互いの立場や役割について
　理解している。
○家族と協力することによって家族
　関係をよりよくできることについ
　て理解している。

○家族とのかかわりについて解決策
　を構想し、実践を評価・改善し、
  考察したことを論理的に表現して
  いる。

○家族とのかかわりについて、課題
　の解決に主体的に取り組もうと
　している。
○家族とのかかわりについて、課題
　解決に向けた一連の活動を振り
　返って改善しようとしている。
○よりよい家庭生活の実現に向て、
　家庭生活について工夫し創造し、
　実践しようとしている

提出物
授業参観
定期考査
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○布を用いて生活を豊かにするもの
　を考える。
○製作の計画を立て、手縫いで生活
　を豊かにするものをつくる。
○生活を快適にしたり、資源や環境
　に配慮したりするなど、自分や
　家族地域の人の生活を豊かにする
　ための物を製作する。

作品：針さしコースター

○製作する物に適した材料や縫い方
  について理解しているとともに、
　用具を安全に取り扱い、製作が
　適切にできる。

○資源や環境に配慮し、生活を豊か
　にするための布を用いた物の製作
　計画や製作について問題を見いだ
　して課題を設定し、解決策を構想
  し、実践を評価・改善し、考察
  したことを論理的に表現してい
　る。

○よりよい生活の実現に向けて、
  生活を豊かにするための布を用い
  た製作について、課題の解決に
  主体的に取り組んだり、振り返っ
  て改善したりして、生活を工夫し
  創造し、実践しようとしている。

提出物
授業参観
定期考査
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○食事の役割について理解し、毎日
　の食事に関心をもつ。

○生活の中で食事が果たす役割に
  ついて理解している。
○健康によい食習慣について理解
  している。

○自分の食習慣について問題を見い
  だして課題を設定している。
○自分の食習慣について解決策を
  構想し，実践を評価・改善し，
  考察したことを論理的に表現して
  いる｡

○自分の食習慣について、課題の
  解決に主体的に取り組もうとして
  いる。
○よりよい食生活の実現に向けて、
  自分の食生活について、振り返っ
  て改善したりして、生活を工夫し
  創造し，実践しようとしている。

提出物
授業参観
定期考査
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○生鮮食品の特徴がわかる。
○目的に応じて生鮮食品を選択
　・保存できる。
○加工食品の特徴がわかる。
○目的に応じて加工食品を選択でき
　る。
○食品を選択するとき，食品の安全
　や情報に関心をもって選択でき
　る。

○日常生活と関連付け，用途に応じ
　た生鮮食品の選択について理解
　しているとともに適切に選択でき
　る。
○日常生活と関連付け，用途に応じ
　た加工食品の選択について理解し
　ているとともに適切に選択でき
　る。
○食品の安全と衛生に留意した管理
　について理解しているとともに，
　適切に選択できる。

○食品の選択について問題を見いだ
　して課題を設定している。
○食品の選択について解決策を構想
　し，実践を評価・改善し，考察し
　たことを論理的に表現している。

○食品の選択について，課題の解決
  に主体的に取り組んでいる。
○よりよい生活の実現に向けて，
  食品の選択について，振り返って
  改善したりして，生活を工夫し
  創造し，実践しようとしている。

提出物
授業参観
定期考査
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○肉の特徴や調理上の取り扱い方が
　わかり，肉を調理することができ
　る。
○魚の特徴や調理上の取り扱い方が
　わかり，野菜を調理することが
　できる。
○野菜の特徴や調理上の取り扱い方
　がわかり，野菜を調理することが
　できる。

○食品や調理用具等の安全と衛生に
　留意した管理について理解して
　いるとともに，適切にできる。
○材料に適した加熱調理の仕方に
　ついて理解しているとともに，
　基礎的な日常食の調理が適切に
　できる。
○魚に適した加熱調理の仕方につい
　て理解しているとともに，基礎的
　な日常食の調理が適切にできる。
○野菜に適した加熱調理の仕方に
　ついて理解しているとともに，
　基礎的な日常食の調理が適切にで
　きる。

○日常の１食分の調理の仕方や調理
　計画について問題を見いだして
　課題を設定している。
○日常の１食分の調理の仕方や調理
　計画について解決策を構想し，
　実践を評価・改善し，考察した
　ことを論理的に表現している。

○日常の１食分の調理について，
  課題の解決に主体的に取り組んで
  いる。
○日常の１食分の調理について，
  課題の解決に主体的に取り組んだ
  り，振り返って改善したりして，
  生活を工夫し創造し，実践しよう
  としている。

提出物
授業参観
定期考査
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○今まで学習してきた「家族・家庭
　生活」「衣食住の生活」「消費生
　活・環境」の中からほかの内容と
　も関連させて課題解決に向けて
　計画を立て実践できる。
○実践したことをまとめ、発表し、
　よりよい生活にするための新たな
　課題を見つけ次の実践につなげら
　れる。

○自分や家族の衣生活や環境につい
　て問題を見いだして課題を設定
　し、解決策を構想し、実践を
　評価・改善し、考察したことを
　論理的に表現するなどしている。

○よりよい生活の実現に向けて、
  課題の解決に主体的に取り組んだ
  り、振り返ったりして、生活を
  工夫し創造し、実践しようとして
  いる。

提出物
授業参観
定期考査

2

６

献

立

つ

く

り

2

○持続可能な食生活を送るために
  食生活を工夫することができる。

○１日分の献立を作成する方法に
　ついて理解している。

○中学生の１日分の献立について
  問題を見いだして課題を設定し，
  解決策を構想し，実践を評価・
  改善し，考察したことを論理的
  に表現するなどしている。

○中学生の１日分の献立について，
  課題の解決に主体的に取り組んだ
  り，振り返って改善したりして，
  生活を工夫し創造し，実践しよう
  としている。

提出物
授業参観
定期考査
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〇持続可能な食生活を送るために
  食生活を工夫することができ
  る。

○社会や環境に配慮した食生活に
  ついて問題を見いだして課題を
  設定している。
○社会や環境に配慮した食生活に
  ついて考え，工夫している。

○よりよい食生活を目指して，食事
  の役割や栄養，献立，調理などに
  ついて，工夫し創造し，実践しよ
  うとしている。
○自立した消費者として，社会や
  環境について，課題の解決に主体
  的に取り組み，工夫し創造し，
  実践しようとしている。

提出物
授業参観
定期考査

35

○中学生の１日分の献立について
  問題を見いだして課題を設定して
　いる。
○中学生の１日分の献立について
　解決策を構想している。

○中学生に必要な栄養を満たす食事
  について，課題の解決に主体的に
  取り組もうとしている。
○よりよい生活の実現に向けて，
  中学生に必要な栄養を満たす食事
  について，振り返って改善したり
  して，生活を工夫し創造し，実践
  しようとしている。

令和６年度　家庭科　第１学年　年間指導計画・評価計画

目　　標

・食事の役割と中学生に必要な栄養を満たす食事の計画・実践ができるようになる。
・基本的な調理技能を身につけ実践できるようになる。
・日常食の調理と和食、地域の食文化に関心を持てる。
・生活を豊かにするものの手順を理解して工夫して製作することができる。
　
　

○和食の調理について問題を見いだ
　して課題を設定し，解決策を構想
　し，実践を評価・改善し，考察
　したことを論理的に表現するなど
　している。

○和食の調理について，課題の解決
  に主体的に取り組んだり，振り
  返って改善したりして，生活を
  工夫し創造し，実践しようとして
  いる。

提出物
授業参観
定期考査

単元

○地域の食文化について理解して
　いるとともに，地域の食材を用
　いた和食の調理が適切にできる。

○地域で生産される食材を知り，
　それを使う意義と和食の調理を
　理解する｡
〇伝統食であるお正月料理について
　知る。

1

提出物
授業参観
定期考査

7

○中学生の時期の身体的特徴を理解
　し，中学生に必要な栄養の特徴が
　わかる。
○食品は栄養的特質により食品群に
　分類されることを理解する。
○中学生が１日にとりたい食品と
　分量を知る。
○１回の食事を目で見て栄養のバラ
　ンスがとれているか判断できる
　ようにする。

○中学生の１日に必要な食品の種類
  について理解している。
○栄養素の種類と働きが分かり，
  食品の栄養的な特質について理解
  している。
○中学生の１日に必要な食品の種類
  と概量について理解している。
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